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地震で犠牲になった方々をしのび黙とうする小学生（3月17日、烏山小学校）
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東北地方太平洋沖地震関連
・復旧・復興に向けて
・地震による相談窓口
・住宅等被災者の支援制度
平成23年度那須烏山市当初予算
第２回市議会定例会
卒業・卒園
公共施設予約・案内を始めます
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平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時

46
分
、宮
城
県
沖
を
震
源
地
と
し

て
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
の
地
震
が

発
生
。史
上
最
大
規
模
の
地
震
に
、

東
北
地
方
か
ら
関
東
地
方
の
太
平

洋
沿
岸
地
域
で
は
、地
震
発
生
直
後

の
大
津
波
に
よ
り
、多
数
の
死
者
・

行
方
不
明
者
が
出
ま
し
た
。

　

那
須
烏
山
市
で
も
震
度
６
弱
の

激
し
い
揺
れ
を
観
測
。こ
の
影
響

で
、地
震
発
生
直
後
か
ら
市
内
全
域

で
長
時
間
の
停
電
が
起
き
た
ほ
か
、

人
的
被
害
や
建
物
、塀
が
壊
れ
る
な

ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

□
市
内
の
災
害
状
況（
４
月
５
日
現
在
）

○
人
的
被
害
関
係

　
　

死
者
２
名
、負
傷
者
５
名

○
家
屋
関
係　

・
住
宅
関
係 

822
棟

　
　
（
全
壊 

18
棟
、損
壊 

804
棟
）

・
納
屋
関
係 

80
棟

　
　
（
全
壊 

35
棟
、損
壊 

45
棟
）

東
北
地
方
太
平
洋
沖

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
地
震

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

崩落した市道（曲畑地内）崩落した市道（曲畑地内）崩落した市道（曲畑地内）
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午
後
２
時

午
後
２
時
4646
分
発
生

分
発
生

午
後
２
時
46
分
発
生

那須烏山市那須烏山市 震度震度6弱那須烏山市 震度6弱
地震直後に戸外へ逃げる市民。地震直後に戸外へ逃げる市民。
奥の信号は停電で機能していない。奥の信号は停電で機能していない。
地震直後に戸外へ逃げる市民。
奥の信号は停電で機能していない。

地震直後の市役所烏山庁舎内で
情報を求め総務課に集る職員。書類が散乱する市役所烏山庁舎。

□
市
民
の
声

　

向
田
地
内
で
石
蔵
が
被
害
に
あ
っ

た
70
歳
代
の
男
性
は「
今
市
地
震
の

時
よ
り
す
ご
い
地
震
だ
っ
た
。立
っ

て
い
ら
れ
な
か
っ
た
」と
興
奮
し
た

様
子
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、

曲
畑
地
内
に
住
む
60
歳
代
の
女
性
は

「
昼
寝
を
し
て
い
た
孫
を
抱
え
て
急

い
で
外
に
逃
げ
ま
し
た
。恐
ろ
し

か
っ
た
」と
地
震
発
生
時
の
様
子
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
が
全
壊
の
被
害
に
あ
っ
た
志

鳥
地
内
の
50
歳
代
の
女
性
は「
ど
う

し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。何
に
も

で
き
な
い
、手
が
付
け
ら
れ
な
い
」 

と
落
胆
し
た
様
子
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

※

気
象
庁
で
は
、今
回
の
地
震
の
名

称
は「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」、

こ
の
地
震
と
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発

電
所
事
故
に
よ
る
災
害
を「
東
日
本

大
震
災
」と
し
て
い
ま
す
。
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□
市
民
生
活
を
直
撃

・
約
950
世
帯
で
断
水　

愛
宕
台
配
水  

　

地
に
被
害　

給
水
車
出
動

　

発
生
直
後
、本
市
の
水
道
は
高
峰
地

区
、神
長
地
区
、こ
ぶ
し
台
周
辺
を
中

心
に
、市
内
約
950
世
帯
で
断
水
状
態
が

続
き
、市
で
は
市
有
の
給
水
車
３
台
を

出
動
さ
せ
た
ほ
か
、宇
都
宮
市
、日
光

市
、壬
生
町
、そ
の
他
民
間
団
体
等
の

協
力
と
支
援
に
よ
り
最
大
で
９
台
の

給
水
車
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

19
日
に
は
完
全
復
旧
と
な
り
、市
内

全
域
に
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

・
避
難
所
を
開
設

　

12
日
、地
震
で
自
宅
に
住
む
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
家
族
等
の
受
け
入

れ
の
た
め
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
他

２
箇
所
に
避
難
所
を
開
設
。最
大
で
140

人
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。そ

の
後
、福
島
原
発
の
影
響
に
よ
り
福
島

県
か
ら
の
避
難
者
を
烏
山
南
公
民
館

に
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

31
日
現
在
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
18
人
の
避
難
者
。烏
山
南
公
民
館
は
、

他
の
避
難
所
へ
の
移
動
な
ど
に
よ
り
休

止
中
で
す
。

被害は荒川神社にも（田野倉地内）。被害は荒川神社にも（田野倉地内）。

甚大な被害にあった自然休養村（藤田地内）。甚大な被害にあった自然休養村（藤田地内）。
左の写真はこぶしの湯の休憩室。左の写真はこぶしの湯の休憩室。

家屋の被害は見ため以上に大きい（こぶし家屋の被害は見ため以上に大きい（こぶしヶ丘団丘団地内）。内）。家屋の被害は見ため以上に大きい（こぶしヶ丘団地内）。天井が落ちて散乱する南那須給食センター天井が落ちて散乱する南那須給食センター（下川井地内）。（下川井地内）。天井が落ちて散乱する南那須給食センター（下川井地内）。被害は荒川神社にも（田野倉地内）。

甚大な被害にあった自然休養村（藤田地内）。
左の写真はこぶしの湯の休憩室。
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崩落した市道（曲畑地内） 倒木が家屋を直撃。幸いこの部屋に人はいなかった（志鳥地内）。倒木が家屋を直撃。幸いこの部屋に人はいなかった（志鳥地内）。

土砂で1階部分がつぶされた（神長地内）。土砂で1階部分がつぶされた（神長地内）。

「あっという間に崩壊した」と石蔵の持ち主は話してくれた（曲畑地内）。「あっという間に崩壊した」と石蔵の持ち主は話してくれた（曲畑地内）。 倒木が家屋を直撃。幸いこの部屋に人はいなかった（志鳥地内）。

土砂で1階部分がつぶされた（神長地内）。

土砂災害も発生し納屋の屋根を直撃（土砂災害も発生し納屋の屋根を直撃（

「あっという間に崩壊した」と石蔵の持ち主は話してくれた（曲畑地内）。

・
通
勤
通
学
者
の
足
奪
わ
れ
る

　

Ｊ
Ｒ
烏
山
線
は
、上
下
線
す
べ
て
が

ス
ト
ッ
プ
し
利
用
者
の
足
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。16
日
の
始
発
か
ら
運
転
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
が
燃
料
不
足
の
影
響

で
19
日
よ
り
再
び
ス
ト
ッ
プ
。25
日
か

ら
は
運
転
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、今

後
計
画
停
電
の
影
響
に
よ
り
運
転
に

一
部
支
障
が
で
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
の
卒

　

業
（
卒
園
）
式
典
が
挙
行
さ
れ
る

　

被
災
後
に
挙
行
さ
れ
た
卒
業（
卒
園
）

式
典
は
、日
程
ど
お
り
行
わ
れ
ま
し
た

が
、緊
急
時
に
備
え
て
式
典
を
簡
素
化

し
た
り
、体
育
館
等
が
破
損
し
た
学
校

で
は
会
場
を
変
更
し
て
行
う
な
ど
し

て
対
応
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事
14
・
15
ペ
ー
ジ
）

・
計
画
停
電
を
実
施

　

東
京
電
力
株
式
会
社
は
、関
連
施
設

が
大
き
な
被
害
を
受
け
、電
気
の
安
定

供
給
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、14

日
よ
り
輪
番
で
停
電
を
実
施
す
る「
計

画
停
電
」を
実
施
。本
市
内
は
第
１―

Ａ
グ
ル
ー
プ
と
第
５―

Ａ
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
、15
日
の
午
後
４
時
10
分

よ
り
第
１―

Ａ
グ
ル
ー
プ
が
約
２
時

間
の
停
電
に
な
っ
た
の
を
始
め
に
実

施
さ
れ
て
お
り
、今
後
も
継
続
し
て
実

施
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

＊
計
画
停
電
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

・
東
京
電
力
計
画
停
電
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０―

９
２
５―

４
３
３
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中央が福田県知事、右側が大谷市長。

ガソリンを求めて市内各ガソリンスタンドでは長い列が（初音地内）。ガソリンを求めて市内各ガソリンスタンドでは長い列が（初音地内）。ガソリンを求めて市内各ガソリンスタンドでは長い列が（初音地内）。

現地で説明を受ける福田県知事。

・
ガ
ソ
リ
ン
不
足
、
食
料
不
足
も

　

被
害
は
物
流
に
も
影
響
。市
内
の

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
で
は
、パ
ン
や
カ
ッ
プ
麺
が
早
々

に
売
り
切
れ
、ま
た
、懐
中
電
灯
や
電

池
な
ど
も
品
薄
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
も
、ガ
ソ
リ

ン
や
軽
油
を
求
め
る
市
民
な
ど
で
早

朝
か
ら
長
蛇
の
列
を
作
り
ま
し
た
。

□
福
田
富
一
県
知
事
が
現
地
を
視
察

　

震
災
に
よ
る
県
内
の
犠
牲
者
は
４

人
。本
市
で
は
２
人
の
方
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。14
日
、福
田
富
一
県
知
事

は
市
内
の
現
場
を
訪
れ
、御
霊
に
対
し

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
に
影
響
が
!!

地震により市内各
地で断水。右の写
真は神長地内での
給水の様子。

計画停電による影響で市役所業務にも
影響が出ている（写真左：烏山庁舎）。

計画停電中で信号もストッ
プ。交通整理をする警察官
（写真右：市内交差点）。

西野配水場では圧力タ
ンクが台座から1mほど
動いたため地域への給
水がストップ（写真下）。

ガソリン

電気

生
活
水
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□
本
市
か
ら
東
北
地
方
の
自
治
体
へ

　

支
援
活
動
始
ま
る

　

市
内
の
復
興
支
援
活
動
が
本
格
化

し
て
き
た
23
日
、本
市
と
二
宮
尊
徳
ゆ

か
り
の
自
治
体
と
し
て
交
流
の
あ
る

福
島
県
相
馬
市
へ
本
市
か
ら
米
・
う
ど

ん
な
ど
の
物
資
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
相
馬
市
か
ら
物
資
の
依

頼
を
受
け
て
届
け
た
も
の
で
、Ｊ
Ａ
な

す
南
を
始
め
と
す
る
市
内
企
業
が
協

力
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、28
日
に
は
宮
城
県
石
巻
市
に

も
市
民
か
ら
提
供
の
あ
っ
た
衣
類
や

米
な
ど
の
物
資
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

□
友
好
都
市
か
ら
救
援
物
資
が
届
く

　

本
市
と
非
常
災
害
時
相
互
応
援
協

定
を
締
結
し
て
い
る
東
京
都
豊
島
区

と
、埼
玉
県
和
光
市
か
ら
被
災
し
た
本

市
へ
救
援
物
資
が
届
き
ま
し
た
。

○
豊
島
区 

・
ク
ラ
ッ
カ
ー
210
食
・
ビ
ス

　

ケ
ッ
ト
160
パ
ッ
ク
・
水（
２
Ｌ
）420
本
・

　

ア
ル
フ
ァ
ー
米
200
食
・
ブ
ル
ー
シ
ー

　

ト
50
枚

○
和
光
市 

・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
100
枚

□
平
成
22
年
度
補
正
予
算
を
専
決
処
分

　

一
般
会
計
、簡
易
水
道
事
業
、水
道

事
業
に
お
い
て
、震
災
の
復
旧
・
復
興

に
係
る
費
用
を
含
む
補
正
予
算
を
３

月
17
日
付
で
市
長
が
専
決
処
分
を
行

い
ま
し
た
。

市民市民の皆さんへさんへ市民の皆さんへ 復旧復旧・復興に向けて復興に向けて復旧・復興に向けて

ありがとうございます
本市への義援金 （財）栃木県学校給食会 10,000円、 林テレンプ（株） 1,000,000円、 田村

裕子 5,000円、トヨナカ栃木（株） 100,000円、 ソフトボールチーム烏山
クラブ 10,000円、 橋本フミ 5,000円、 （有）岡建築工業 100,000円、 滝
田産業（株） 30,000円、 （株）さくら 20,000円、 田村フミ 30,000円、 両
方恒雄 10,000円、 滝自治会 25,776円、 那須烏山報徳会 100,000円、 匿
名希望 50,000円、 雫均 5,000円、 山中正勝 10,000円、 杉原敬三 
20,000円、 岡敏夫 20,000円、 塩澤キイ 10,000円、 水上イサ 10,000円、
栃木高校野球連盟北部支部 30,000円、 那須烏山市の明日をひらく会 
20,000円、 （株）烏山水産青果市場 150,000円、 皆川商会社員一同 
50,000円　　　　　　　　　　　　　　　　（3月31日現在、受付順、敬称略）

　未曾有の被害を生んだ「東北地方太平洋沖地
震」及び「原発事故」にあたり、被災された方々に、
心からお見舞い申し上げます。那須烏山市内でも、
土砂崩れで２名が亡くなられたほか、全域で家屋が
損壊し、道路・水道・電気などライフラインにも甚大
な被害を及ぼしました。市では、職員一丸となって対
策を講じておりますが、さらに、原発事故に伴う安全
性の確保や農産物への風評被害、計画停電に伴う
商工活動や市民生活への影響など懸念材料が山積
しております。
　このように、厳しい状況にはありますが、被災から
１ヶ月あまりが経過し、市内におきましても震災直後
の混乱から落ち着きを取り戻しつつあります。今後
は、国・県はもちろん、各界・各層と緊密に連携しつ
つ、復興に向けた対応に全力を傾注する所存であり
ます。
　今こそ、この困難に打ち勝つため、官民協働の精
神が試されるときであります。心をひとつにこの危機
を乗り越えて参りましょう。復興への連帯を目指し
て、市民の皆様にごあいさつ申し上げます。

義援金を手渡す林テレンプ㈱の義援金を手渡す林テレンプ㈱の
高橋利之常務取締役。高橋利之常務取締役。
義援金を手渡す林テレンプ㈱の
高橋利之常務取締役。

那須烏山市長　大谷 範雄

　皆様には、日頃より暖かいご支援を賜り心より感謝申
し上げます。
　この度の「東日本大震災」におきまして、お亡くなりに
なられた方々や今も厳しい避難所生活を送られている
被災者の方々に心よりお悔やみとお見舞いを申し上げ
ます。
　ガソリン不足や計画停電等により皆様にはご不便を
おかけしていますが、私ども市議会としましても、被害
の状況（建物・道路・施設）等を見てまわり、今、市執行部と
対策に取組んでいるところでございます。市としては当
然のことですが、何はさておき、この地域に住んで被害
に遭われた方々、この大震災により当市に避難をされ
ている方 に々対し、精神的・肉体的にも何から対応した
ほうが良いのか、何を希望されているのかご意見等を
伺い、優先順位を決めて対応していきたいと考えてい
るところでございます。その為に、栃木県及び国に働き
かけをして本市の考えているところを理解して頂き、早
急な対応を要請しているところでございます。
　皆様には、大変なご苦労、ご心配をおかけしておりま
すが、このような我が国の危機的状況に対し、私ども
市議会としても皆様のご期待に応えられるよう取組ん
でいくことをお誓い申し上げます。

那須烏山市議会  議長　滝田 志孝
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防災情報メールの登録は
このＱＲコードから

□地震による相談窓口のご案内
地震による相談を受ける場合には、相談担当窓口にご連絡ください。
相談項目 相　談　内　容 相　談　担　当　窓　口
被  災  者
再 建 支 援

市 営 バ ス

福 祉 バ ス

救 援 物 資

義 援 金

り 災 事 実
証 明

災害援護資金
 
避 難 所

仮 設 住 宅

農 林 畜 産

温泉・観光

ご 　 み

市 　 道

水 　 道

保 育 園
幼 稚 園
小 学 校
中 学 校
公 民 館・
文 化 財 等

体 育 施 設

ボランティア

健 康 相 談

・各種給付制度　・被害調査
・支援制度に必要なり災証明

・市営バスの運行情報

災害対策本部（総務課）  

総務課（烏山庁舎）　 ☎０２８７－８３－１１１１

☎０２８７－８３－１１１１

・福祉 （温泉） バスの運行情報

・救援物資 （本市） の受入
※飲料水・ビニールシート・毛布・布団（新品）

健康福祉課（保健福祉センター）　 ☎０２８７－８８－７１１５

・義援金 （他市） の受入 那須烏山市社会福祉協議会　 ☎０２８７－８８－７８８１

・義援金 （本市） の受入 会計課（烏山庁舎）　 ☎０２８７－８３－１１１９

・加入保険等に必要な簡易な証明書
 の発行

総務課（烏山庁舎）　 ☎０２８７－８３－１111

市民課（南那須庁舎）　 ☎０２８７－８８－７１１１

・避難所の開設及び受入情報

・災害援護資金の貸し付け

市民課（南那須庁舎）　 ☎０２８７－８８－７１１１

・瓦等の処分・住宅木材の処理 環境課（烏山庁舎） ☎０２８７－８３－１１２０

・通行止めの情報・道路の復旧情報 都市建設課（南那須庁舎） ☎０２８７－８８－７１１８

・仮設住宅の建設 都市建設課（南那須庁舎） ☎０２８７－８８－７１１８

・給水の情報・断水（復旧）の情報 上下水道課（水道庁舎） ☎０２８７－８４－０４１１

・小学校の情報・中学校の情報 学校教育課（南那須庁舎）　 ☎０２８７－８８－６２２２

・社会体育施設の情報 生涯学習課（南那須庁舎） ☎０２８７－８８－６２２３

・ボランティアの受入 那須烏山市社会福祉協議会 ☎０２８７－８８－７８８１

・避難者の健康相談 健康福祉課（保健福祉センター） ☎０２８７－８８－７１１5

生涯学習課（南那須庁舎） ☎０２８７－８８－６２２３

・保育園の情報（公・私）
・幼稚園の情報（公・私）

・社会教育施設の情報
・文化財関係の情報

こども課（保健福祉センター） ☎０２８７－８８－７１１６

・観光施設の情報・観光イベントの情報
・温泉の営業情報 商工観光課（烏山庁舎） ☎０２８７－８３－１１１５

・農林業施設の情報・畜産施設の情報 農政課（烏山庁舎） ☎０２８７－８３－１２３１

健康福祉課（保健福祉センター）　 ☎０２８７－８８－７１１５

健康福祉課（保健福祉センター）　 ☎０２８７－８８－７１１５

■問合　災害対策本部（総務課内）　☎０２８７－８３－１１１１

□
福
島
第
一
原
発
で
も
未
曾
有
の

　

事
態
が

　

12
日
、東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
１

号
機
の
原
子
炉
で
事
故
が
発
生
し
、放

射
性
物
質
の
漏
え
い
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
も
事
故
が
多
発
。水
道

水
に
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る

か
問
題
に
な
り
ま
し
た
。本
市
で
は
、

那
珂
川
水
系
及
び
荒
川
水
系
の
水
質

（
放
射
能
）検
査
を
数
回
に
渡
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

４
月
８
日
現
在
、水
道
水
の
調
査
結

果
は
、放
射
性
ヨ
ウ
素
な
ら
び
に
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
は
未
検
出
ま
た
は
暫
定

基
準
値
以
下
で
す
。

□
防
災
情
報
メ
ー
ル
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

　

が
活
躍

　

市
で
は
、災
害
の
情
報
等
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、と
ち
ぎ
テ
レ

ビ
の
デ
ー
タ
放
送
、防
災
情
報
メ
ー
ル

（
エ
マ
ー
ジ
キ
ャ
ス
ト
）を
駆
使
し
て
、直
近

の
情
報
を
市
民
に
配
信
し
ま
し
た
。ま

た
、「
広
報
お
し
ら
せ
版
」の
臨
時
号
を

随
時
発
行
し
、全
市
民
に
情
報
が
届
く

よ
う
に
務
め
ま
し
た
。
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□住宅等被災者の支援制度
　地震により被害を受けた人について、次の支援制度の適用に向けた準備を進めています。申請の方
法などの詳細は、まとまり次第、「広報お知らせ版」等で周知します。
　なお、可能な限り被害土地や家屋等の写真を多方面から撮影するとともに、復旧費の見積書、領収書
等は処分せず、各自保管ください。

　法律に基づく支援制度
　　◇被災者生活再建支援金　※栃木県全域での適用が決定しました。
　　　●対象世帯
　　　　（１）全壊世帯（住宅が全壊した世帯）
　　　　（２）解体世帯（住宅をやむを得ず解体した世帯）
　　　　（３）長期避難世帯（住居に居住不能な状態が長期間継続している世帯）
　　　　（４）大規模半壊世帯（大規模な補修を行わなければ居住することが困難な世帯）
　　　●支給額　 ①基礎支援金：全壊・解体・長期避難　１００万円
　　　　　　　　　　　　　 　：大規模半壊　５０万円
　　 　　　　　　②加算支援金：建設・購入　２００万円　
　　　　　　　　　　　　　　 ：補修　１００万円
　　　　　　　　　　　　　 　：賃貸　５０万円
　　　　※世帯人数が１人の場合は上記の額の３／４の額となります。

　市による支援制度
　　◇災害見舞金　※被災者生活再建支援金に該当する人は対象外です。
　　　●対象者　住宅が半壊した人
　　　●支給額　５万円
　　◇災害復旧等支援金
　　　●対象者　対象被害に対し５万円以上の復旧工事をした人
　　　●対象災害　
　　　　（１）土砂等が家屋に流入した人
　　　　（２）敷地内の土砂等が流出した人
　　　　（３）住家、納屋、店舗等の屋根、外壁等が損壊した人
　　　　（４）これらの被害が生じるおそれがある人
　　　●支給限度額　10万円
　　　　※被災者生活再建支援金に該当する人は対象外。家財、塀等も対象外。
　　　　※被害の程度に応じた貸付金等の制度もあります。
　　■問合　災害対策本部（総務課内）　☎０２８７－８３－１９３４

○
関
東
大
震
災
：
１
９
２
３
年
（
大
正

12
年
）
９
月
１
日
午
前
11
時
58
分
発

生
。
震
源
は
神
奈
川
県
相
模
湾
北
西

沖
で
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.9
。

　

千
葉
県
・
茨
城
県
か
ら
静
岡
県
東
部

ま
で
の
広
い
範
囲
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
、日
本
災
害
史
上
最
大
級
の

被
害
を
与
え
ま
し
た
。宇
都
宮
付
近
で

は
震
度
５
を
観
測
。

県
内
被
害
状
況
：
負
傷
者
３
人
、
家

屋
の
全
半
壊
18
棟

○
今
市
地
震
：
１
９
４
９
年
（
昭
和
24

年
）
12
月
26
日
午
前
８
時
17
分
と
24
分

の
２
度
に
わ
た
り
発
生
。
震
源
は
日
光

市
（
旧
今
市
市
付
近
）
の
鶏
鳴
山
付
近
で

規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
6.2
と

6.4
。
今
市
市
付
近
で
は
震
度
６
相
当

の
揺
れ
が
生
じ
ま
し
た
。

県
内
被
害
状
況
：
死
者
行
方
不
明
10

人
、
負
傷
者
163
人
、
家
屋
の
全
半
壊

約
３
０
０
０
棟

　

（
参
考
：
宇
都
宮
気
象
台
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

過
去
の
地
震
と

過
去
の
地
震
と

　

県
内
の
被
害
状
況

　

県
内
の
被
害
状
況

過
去
の
地
震
と

　

県
内
の
被
害
状
況
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平
成
23
年
度
の
那
須
烏
山
市
当

初
予
算
が
第
２
回
那
須
烏
山
市
定

例
会
で
審
議
さ
れ
、議
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
予
算
は
、昨
年

に
続
き
、事
務
事
業
の
見
直
し
を

行
い
、将
来
の
持
続
的
な
発
展
を

目
指
し
た
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り

と
、今
後
の
人
口
減
少
・
高
齢
化
時

代
を
見
据
え
た
取
り
組
み
の「
攻

め
」と「
守
り
」の
両
面
へ
の
配
慮

を
念
頭
に
予
算
編
成
し
ま
し
た
。

　

市
総
合
計
画「
み
ん
な
の
知
恵

と
協
働
に
よ
る　

ひ
か
り
輝
く
ま

ち
づ
く
り
」の
た
め
の「
重
点
戦
略

５
」実
現
の
た
め
、「
都
市
再
生
ビ

ジ
ョ
ン
」や「
公
共
交
通
再
編
整
備

計
画
」、「
ま
ち
な
か
観
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
」な
ど
の
整
備
計
画

が
ま
と
ま
り
、市
で
は「
中
長
期
財

政
計
画（
平
成
23
年
度
か
ら
32
年
度
ま

で
の
10
年
間
）」を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
平
成
23
年
度
を

『
実
行
の
年
』と
位
置
づ
け
、雇
用

対
策
や
学
校
環
境
・
耐
震
化
対
策
、

高
齢
者
及
び
障
が
い
者
・
少
子
化

対
策
な
ど
直
面
す
る
課
題
に
重
点

を
置
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
127
億
６
８
０
０
万

円
で
前
年
度
予
算
総
額
と
比
べ
て

2.5
％
の
増
額
。 

特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
予
算
総
額
は
194
億
７
３
２

０
万
円
で
前
年
度
予
算
総
額
と

比
べ
て
2.5
％
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、水
道
事
業
は
収
益
的
収

支
の
収
入
と
支
出
が
減
額
、資
本

的
収
支
の
収
入
も
減
額
と
な
り

ま
し
た
が
、資
本
的
支
出
が
わ
ず

か
な
が
ら
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

計
画
計
画
か
ら
か
ら

　
　

実
行

　
　

実
行
の
年
へ

計
画
か
ら

　
　

実
行
の
年
へ

平
成
23
年
度 

那
須
烏
山
市
当
初
予
算

12,768,000

3,477,100

86,000

52,000

0

277,100

2,284,000

55,700

374,900

98,400

6,705,200

19,473,200

554,217

507,582

186,352

449,636

　

　　　　　　事業勘定

　　　　　　診療施設勘定

熊　田　診　療　所

老 　 人 　 保 　 健

後 期 高 齢 者 医 療

介　  護  　保  　険

農 業 集 落 排 水 事 業

下　水　道　事　業

簡　易　水　道　事　業

　  小　　　計

12,460,000

3,379,200

86,900

51,600

600

306,000

2,162,100

66,900

383,000

100,500

6,536,800

18,996,800

561,906

529,154

198,512

446,848

308,000

97,900

▲900

400

▲600

▲28,900

121,900

▲11,200

▲8,100

▲2,100

168,400

476,400

▲7,689

▲21,572

▲12,160

2,690

2.5

2.9

▲1.0

0.8

皆減

▲9.4

5.6

▲16.7

▲2.1

▲2.1

2.6

2.5

▲1.4

▲4.1

▲6.1

0.6

合　　　計

収　入

支　出

収　入

支　出

収益的収支

資本的収支

水
道
事
業

特　

別　

会　

計

国民健康保険

一　　般　　会　　計

会　計　区　分 本 年 度 前 年 度 比　 較 増減率

烏山小学校（北舎・南舎）補修・改修事業烏山小学校（北舎・南舎）補修・改修事業
多機能型福祉施設運営モデル事業多機能型福祉施設運営モデル事業
（旧向田小跡地利用）（旧向田小跡地利用）

社会福祉施設整備費補助金社会福祉施設整備費補助金
（あすなろ作業所）（あすなろ作業所）消防新庁舎建設事業費負担金（広域）消防新庁舎建設事業費負担金（広域）

烏山小学校（北舎・南舎）補修・改修事業
多機能型福祉施設運営モデル事業
（旧向田小跡地利用）

社会福祉施設整備費補助金
（あすなろ作業所）消防新庁舎建設事業費負担金（広域）

（単位：千円％）
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依

自
主
財

存

財源

源

　一般会計の歳入財源は自主財源37
億4432万3千円（構成比（以下同じ）29.3％）、
依存財源90億2367万7千円（70.7％）と依
然として地方交付税や市債に頼らざ
る得ない状況です。

　歳出を目的別で見てみると、 13項
目あるうち民生費（27 . 6％）、教育費
（17.4％）、衛生費（11.1％）の3項目で50％
以上を占めており、続いて公債費
（10.6％）、土木費（8.9％）となっています。
　新規事業で予算規模が大きいもの
では、消防新庁舎建設事業3億1034万6
千円、烏山小・中学校空調設備設置事
業2億1328万7千円、南那須Ｂ＆Ｇ海洋
センター施設改修事業1億3380万9千
円があり、全て重点事業として予算化
されました。

目的別歳出

地方譲与税 　1.0%
地方消費税交付金 1.7%

自動車取得税交付金   　0.4％
地方特例交付金　　　　 0.3％

議会費 1.3％

総務費
9.9％

衛生費
11.1％

労働費　0.8％
農林水産業費　2.7％

商工費　2.5％

土木費
8.9％

消防費
7.1％

教育費
17.4％

災害復旧費　0
公債費
10.6％

予備費　0.1％

地方交付税
33.3％

国庫支出金
10.4％県支出金

6.3％

市債
16.7％

市税
22.0％

分担金負担金  　　 0.8％
使用料及び手数料 0.6％ 
財産収入 0.2％
寄付金 0.0％

繰入金
3.6％

繰越金  0.4％
諸収入  1.7％

①雇用対策の充実
2億3922万7千円

・住宅リフォーム助成事業
・公募提案型緊急雇用創出事業
・緊急雇用創出事業、ふるさ
　と雇用再生特別事業
・試行雇用助成金事業
②学校環境・耐震化対策事業
　の推進　10億323万1千円
・烏山中学校及び烏山小学校
　の空調整備設置事業
・烏山中学校校舎補強・改修
　及び烏山小学校校舎（北舎・
　 南舎）改修事業
・全小学校（4校）・中学校（2校）
　 空調整備設計業務

③子育て支援事業の充実
7億2938万9千円

・すこやか推進室の設置
・ヒブワクチン・小児肺炎球
　菌・子宮頸がんワクチン予
　防接種の全額助成事業
・こども医療費助成事業（中学3
　 年生まで）

・５歳児等発達支援事業
・子ども手当給付金事業
・待機児童解消事業（市すくすく
　 保育園での一時預かり事業の実施）

④公共交通再編対策事業の推進
1022万円

・デマンド交通実証運行事業
⑤農商工連携、観光対策事業
　の強化・推進　 2464万円
・道の駅施設整備調査事業

・農林水産特産物開発事業
　（地域団体支援及びフードバレー関連
　  事業）

・八溝そば街道そば祭事業の
　支援
・観光振興対策事業（まちなか観
　 光ネットワーク事業）

⑥高齢者及び障がい者福祉支
　援対策の充実

9256万1千円
・多機能型福祉施設運営モデ
　ル事業（旧向田小跡地利用）
・障がい者及び高齢者福祉タ
　クシー事業
・就労継続（あすなろ作業所）及び
　施設入所（大和久福祉会）支援施
　設建設事業の支援
・運転免許証自主返納者支援

　事業　
⑦定住推進及び企業の誘致の
　推進　　　  3762万4千円
⑧道路整備事業の推進(市道12
　  道路＆辺地1道路）

6億4817万2千円
⑨教育・文化の推進

1億3576万6千円
・特色ある地域教育力の向上
・国指定文化財の保存活用
⑩消防新庁舎建設事業

3億1034万6千円
⑪環境対策（CO2対策）事業の
　推進　　　　　　751万円
・エコキュート及びLED防犯
　灯設置事業
⑫都市再生ビジョンの推進

「実行の年」概要

民生費
27.6％

ゴルフ場利用税交付金　0.5%

自主財源と依存財源
歳  入

歳  出
（目的別）
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平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別

会
計
及
び
企
業
会
計
の
当
初
予
算
が
決
ま
り

ま
し
た
。一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
127
億
６

８
０
０
万
円
で
す
。特
別
会
計
は
、国
民
健
康

保
険
事
業
勘
定
34
億
７
７
１
０
万
円
、国
民

健
康
保
険
施
設
勘
定
８
６
０
０
万
円
、熊
田

診
療
所
５
２
０
０
万
円
、後
期
高
齢
者
医
療

２
億
７
７
１
０
万
円
、介
護
保
険
22
億
８
４

０
０
万
円
、農
業
集
落
排
水
事
業
５
５
７
０

万
円
、下
水
道
事
業
３
億
７
４
９
０
万
円
、簡

易
水
道
事
業
９
８
４
０
万
円
で
す
。そ
の
他
、

公
営
企
業
の
水
道
事
業
な
ど
詳
し
く
は
10
〜

11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第２回市議会

　

平
成
23
年
第
2
回
那
須
烏
山
市
議
会
３
月
定
例
会
が
、３
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
の
15
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、暴
力
団

排
除
条
例
、社
会
福
祉
法
人
助
成
条
例
な
ど
３
つ
の
条
例
の
制
定
や
平
成
23
年
度
当
初
予
算
と
平
成
22
年
度
補
正
予
算
、人

権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
な
ど
36
議
案
を
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、３
月
３
日
か
ら
３
日
間
行
わ
れ
た
一
般
質
問
の
内
容
な
ど
、詳
し
く
は
議
会
事
務
局（
☎
０
２
８
７
ー
88
ー
７
１
１
４
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
当
初
予
算

９
会
計
の
予
算
を
補
正

平
成
22
年
度
補
正
予
算

平
成
23
年
度
当
初
予
算
な
ど
36
議
案
を
可
決

暴
力
団
排
除
条
例
、社
会
福
祉
法
人
助
成
条
例
を
制
定
、

老
人
保
健
特
別
会
計
を
廃
止

○
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も
２
億
７
８
７
１
万
７
千
円

減
額
し
て
１
２
７
億
５
２
４
５
万
４
千
円
と

し
ま
し
た
。主
な
内
容
は
、市
営
バ
ス
運
営
費

や
生
活
路
線
バ
ス
維
持
補
助
金
、平
成
24
年

度
評
価
替
え
宅
地
等
鑑
定
評
価
委
託
事
業
の

確
定
、介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
補

助
金
の
国
の
補
正
予
算
成
立
に
と
も
な
う
増

額
、子
ど
も
手
当
て
給
付
金
の
支
給
費
確
定

に
よ
る
減
額
、私
立
保
育
施
設
・
広
域
保
育
園

運
営
委
託
事
業
費
、子
ど
も
医
療
費
扶
助
費
・

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
扶
助
費
の
清
算
、日
本

脳
炎
予
防
接
種
事
業
の
実
施
見
送
り
に
よ
る

減
額
、公
募
提
案
型
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の

確
定
に
よ
る
減
額
、中
国
青
海
省
酪
農
研
修

生
受
け
入
れ
事
業
の
終
了
に
よ
る
減
額
、企

業
立
地
奨
励
金
の
増
額
、狭
あ
い
道
路
拡
幅

整
備
事
業
は
関
係
者
等
と
の
調
整
が
決
定
に

至
ら
ず
全
額
減
額
、降
雪
の
増
に
伴
う
道
路

維
持
管
理
に
係
る
経
費
を
増
額
、消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
購
入
事
業
等
の
確
定
に
よ
る
減

額
、烏
山
小
学
校
体
育
館
及
び
烏
山
中
学
校

校
舎
整
備
事
業
の
確
定
に
伴
う
減
額
、烏
山

プ
ー
ル
閉
鎖
に
よ
る
減
額
、な
ど
で
す
。

ま
し
た
。内
容
は
保
険
料
の
精
査
に
伴
う
広

域
連
合
へ
の
保
険
料
納
付
金
の
減
額
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
は
、１
５
４
０
万
１
千
円
を
減

額
し
21
億
９
０
６
３
万
円
と
し
ま
し
た
。内

容
は
保
険
給
付
費
及
び
地
域
支
援
事
業
の
各

事
業
費
の
精
査
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、職
員
人
件
費
等

の
精
査
に
よ
り
49
万
５
千
円
減
額
し
６
６
４

０
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
は
職
員
人
件
費
等
の
精
査
に

よ
り
１
４
９
０
万
円
減
額
し
３
億
６
８
４
９

万
円
と
し
ま
し
た
。　

　

簡
易
水
道
事
業
は
職
員
人
件
費
等
の
精
査

に
よ
り
37
万
３
千
円
増
額
し
１
億
398
万
３
千

円
と
し
ま
し
た
。

○
企
業
会
計

　

水
道
事
業
は
、他
会
計
か
ら
の
出
資
金
の

減
額
な
ど
に
よ
り
収
益
的
収
入
を
１
６
８
万

円
減
額
し
５
億
６
０
２
２
万
６
千
円
に
、収

○
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
は
保
険
給
付

費
な
ど
の
補
正
で
５
８
８
２
万
円
増
額
し
34

億
４
１
４
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
の
施
設
勘
定
は
、七
合
診

療
所
の
一
般
管
理
費
等
の
精
査
に
伴
い
、47

万
４
千
円
増
額
し
１
億
４
１
７
万
６
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

老
人
保
健
は
、６
８
７
万
３
千
円
を
増
額

し
８
６
４
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。内
容
は

今
年
度
末
の
同
会
計
廃
止
に
伴
い
、残
額
の

精
査
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、５
０
９
６
万
５
千

円
を
減
額
し
２
億
６
７
８
２
万
４
千
円
に
し
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そ
の
他
条
例
の
制
定
と
一
部
改
正
等

益
的
支
出
も
職
員
人
件
費
等
の
精
査
に
よ
り

１
９
９
万
２
千
円
減
額
し
５
億
４
２
６
９
万

５
千
円
に
、ま
た
資
本
的
収
入
は
企
業
債
の

借
入
等
を
３
１
９
０
万
３
千
円
減
額
し
１
億

７
３
７
５
万
９
千
円
と
し
、資
本
的
支
出
は
、

上
水
道
整
備
費
等
を
３
６
７
６
万
９
千
円
減

額
し
４
億
２
５
４
８
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
条
例
の
制
定

「
暴
力
団
排
除
条
例
」、「
嘱
託
職
員
及
び

臨
時
的
任
用
職
員
の
任
用
、給
与
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
」、「
社
会
福

祉
法
人
助
成
条
例
」

・
条
例
の
一
部
改
正

「
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」、「
長
期
継
続
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
に

関
す
る
条
例
」、「
財
産
の
交
換
、譲
与
、無

償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
」、「
特
別
会
計

設
置
条
例
」、「
国
民
健
康
保
険
税
条
例
」、

「
手
数
料
条
例
」、「
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
」、「
認
可
地
縁
団
体
印

鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
」、

「
国
民
健
康
保
険
条
例
」、「
保
育
所
設
置
、

管
理
及
び
保
育
料
条
例
」、「
奨
学
金
給
付

条
例
」

・
条
例
の
廃
止

　
「
児
童
館
設
置
及
び
管
理
条
例
」

　

市
で
は
、広
報
紙
の
有
効
活
用
と
安

定
的
な
収
入
源
の
確
保
を
目
的
に
、「
広

報
那
須
烏
山
」紙
面
へ
の
広
告
掲
載
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
掲
載
基
準

位　

置
：
各
ペ
ー
ジ
の
下
一
段（
表
紙
除
く
）

サ
イ
ズ
：
縦
4.7
㎝×

横
8.4
㎝

料　

金
：
単
色　
　

１
回
５
千
円

　
　
　

 

カ
ラ
ー　

１
回
１
万
円

※

カ
ラ
ー
は
裏
表
紙
に
限
り
ま
す

申
込
：
掲
載
希
望
号
の
発
行
日
の
30
日

前
ま
で（
詳
し
く
は
総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

☎
０
２
８
７―

83―

１
１
１
２

広
告
掲
載
を
募
集

 「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園
☆火葬（最新ペット専用焼却）完備  ◎年中無休
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備  ◎予 約 制
※小動物から超大型犬（40kg以上）
※大金トンネル先、福岡交差点左折1km先看板あり
〒321-0526 田野倉660－1 （代表取締役 塩野目省三）

　　　　　０１２０－８２－３３９１
http://www.petreien-nasukarasuyama.com/
フリーダイヤル

■
総
合
政
策
課

○
総
合
政
策
課
長
事
務
取
扱
石
川
英
雄

（
副
市
長
）

■
総
務
課

○
課
付
課
長
補
佐
清
水
康
雄（
全
日
本

自
治
団
体
労
働
組
合
栃
木
県
本
部
役
員
・
総

務
課
付
課
長
補
佐〔
休
職
〕）

○
課
付
主
任
高
瀬
浩
明（
栃
木
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
・
市
民
課
付
主
任
）

○
課
付
主
事
大
坪
美
香（
こ
ど
も
課
つ

く
し
幼
稚
園
教
諭
）

■
税
務
課

○
主
査
星
宮
二
郎（
栃
木
県
協
働
徴
収

組
織
派
遣
・
税
務
課
付
主
査
）

■
こ
ど
も
課

○
こ
そ
だ
て
支
援
係
担
当
主
幹
兼
総
括
羽

石
徳
雄（
こ
そ
だ
て
支
援
係
担
当
主
幹
兼

総
括
兼
こ
ど
も
館
長
）

○
こ
ど
も
館
長
渡
辺
喜
代
子（
烏
山
幼

稚
園
園
長
）

○
す
く
す
く
保
育
園
園
長
心
得
高
野
正

子（
烏
山
幼
稚
園
副
園
長
）

○
に
こ
に
こ
保
育
園
園
長
佐
藤
朋
子

（
す
く
す
く
保
育
園
園
長
）

○
に
こ
に
こ
保
育
園
副
園
長
黒
崎
紀
子

（
に
こ
に
こ
保
育
園
副
園
長
兼
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
長
）

○
に
こ
に
こ
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
長
五
月
女
英
子（
境
保
育
園
副
園

長
）

○
に
こ
に
こ
保
育
園
保
育
士
主
査
黒
崎

明
子（
つ
く
し
幼
稚
園
教
諭
主
査
）

（　

）内
は
移
動
前
の
職
、課
内
の
並
び
は
順
不
同
で
す
。

○
に
こ
に
こ
保
育
園
保
育
士
主
任
平
野

京
美（
つ
く
し
幼
稚
園
教
諭
主
任
）

○
つ
く
し
幼
稚
園
主
査
勝
冶
久
夫（
七

合
保
育
園
主
査
）

○
つ
く
し
幼
稚
園
教
諭
主
査
大
森
弥
生

（
に
こ
に
こ
保
育
園
保
育
士
主
査
）

○
つ
く
し
幼
稚
園
教
諭
主
査
深
澤
桃
子

（
烏
山
幼
稚
園
教
諭
主
査
）

○
つ
く
し
幼
稚
園
教
諭
菅
間
好
美（
に

こ
に
こ
保
育
園
保
育
士
）

■
教
育
委
員
会
事
務
局

■
学
校
教
育
課

○
指
導
支
援
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
岡

安
正
弘（
指
導
支
援
係
担
当
課
長
補
佐
）

○
指
導
支
援
係
担
当
課
長
補
佐
藤
田
繁

（
下
江
川
中
学
校
教
諭
）

○
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼
す
こ
や
か
推

進
室
長
大
金
仁（
七
合
小
学
校
教
諭
）

○
七
合
小
学
校
司
書
主
任
中
山
美
智

代（
烏
山
中
学
校
司
書
主
任
）

○
烏
山
小
学
校
給
食
共
同
調
理
場
主
任
調

理
員
久
保
居
代
理
子（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
主
任
事
務
員
）

■
派
遣
職
員

○
栃
木
県
経
営
管
理
部
文
書
学
事
課（
総
務

課
付
主
任
）佐
藤
剛（
栃
木
県
経
営
管
理

部
文
書
学
事
課
・
総
務
課
付
主
任
）

○
栃
木
県
協
働
徴
収
組
織（
税
務
課
付
主

査
）鈴
木
達
也（
税
務
課
主
査
）

○
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
市

民
課
付
主
事
）五
月
女
寛（
税
務
課
主
事
）

○
栃
木
県
農
政
部
農
村
振
興
課（
農
政
課
付

主
事
）平
野
祐
太
郎（
税
務
課
主
事
）

■
県
交
流
職
員

○
栃
木
県
総
合
政
策
部
市
町
村
課
主
任
併

農
政
課
主
査
岡
和
彦（
栃
木
県
県
民
生
活

部
統
計
課
主
任
）

■
新
採
用
職
員

○
岡
真
史（
税
務
課
主
事
）

○
川
上
唯（
税
務
課
主
事
）

○
岡
友
章（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）

○
大
島
佳
純(

健
康
福
祉
課
主
事)

○
福
田
燈（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教

育
課
臨
床
心
理
士
）

■
退
職
職
員（
平
成
23
年
３
月
31
日
付
）

○
國
井
豊（
参
事
兼
総
合
政
策
課
長
）

○
藤
沼
美
子（
市
民
課
市
民
係
担
当
主
幹
）

○
藤
田
元
子（
議
会
事
務
局
庶
務
議
事
係

担
当
主
幹
兼
総
括
）

○
落
合
明
夫（
総
務
課
付
課
長
補
佐
）

○
星
紀
子（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教

育
課
指
導
支
援
係
担
当
課
長
補
佐
兼
総
括
）

○
笹
崎
照
子（
こ
ど
も
課
境
保
育
園
園
長
）

○
神
長
喜
美
子（
こ
ど
も
課
に
こ
に
こ

保
育
園
園
長
）

○
中
山
武
雄（
都
市
建
設
課
用
地
係
担
当

課
長
補
佐
）

○
小
室
知
三（
環
境
課
環
境
対
策
係
担
当

係
長
）

○
佐
藤
京
子（
市
民
課
境
診
療
所
看
護
師

主
査
）

○
小
堀
明
菜（
こ
ど
も
課
に
こ
に
こ
保
育

園
保
育
士
）

○
冨
田
英
男（
荒
川
小
学
校
主
任
技
能
技

師
）

○
小
森
房
子（
烏
山
中
学
校
主
任
調
理
員
）

○
横
山
静
子（
烏
山
小
学
校
主
任
調
理
員
）

○
佐
藤
ま
さ
子（
七
合
小
学
校
主
任
事
務
員
）

○
橋
本
敏
子（
荒
川
中
学
校
主
任
事
務
員
）

市
職
員
の
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荒川中学荒川中学校下江川中学下江川中学校 烏山中学烏山中学校荒川中学校下江川中学校

　

３
月
10
日
に
は
４
つ
の
中
学
校
で
273
人
が
、東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
後
の
18
日
に
は
５

つ
の
小
学
校
で
254
人
が
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
、

新
た
な
希
望
を
胸
に
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
学
び
舎
を
巣
立
って
い
き
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
震
災
の
た
め
、会
場
や

予
定
を
変
更
し
て
行
わ
れ
た
各
小
学
校
の
卒
業

式
典
。そ
れ
ぞ
れ
校
長
先
生
か
ら
、苦
難
を
乗
り

越
え
、希
望
を
持
ち
、命
を
大
切
に
明
る
く
生
き

て
欲
し
い
と
の
願
い
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
が
卒
業

生
へ
と
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、我
が
子
の
大
き

く
な
っ
た
姿
や
卒
業
と
い
う
晴
れ
の
日
を
迎
え
た

嬉
し
さ
に
、涙
を
浮
か
べ
る
保
護
者
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

　

３
月
下
旬
に
は
、市
内
の
４
つ
の
幼
稚
園・６
つ

の
保
育
園
か
ら
217
人
が
卒
園
し
、４
月
か
ら
元
気

いっ
ぱ
い
に
小
学
校
へ
通
い
ま
す
。

震
災
を
乗
り
越
え

新
し
い
扉
を
開
く
卒
業
生

卒業・卒園卒業・卒園卒業・卒園
　市内の小中学校や幼稚園・保
育園で、相次いで卒業・卒園の
式典が行われました。広報「那
須烏山」では、日程が重なったた
め全ての取材はできませんでし
たが、一部を写真で紹介します。

烏山中学校
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江川小学江川小学校荒川小学荒川小学校烏山小学烏山小学校

　

烏
山
幼
稚
園（
渡
辺
喜
代
子
園
長
）で

３
月
23
日
、最
後
の
卒
園
式
が
行
わ

れ
、卒
園
児
や
保
護
者
、出
席
し
た
関

係
者
が
慣
れ
親
し
ん
だ
園
舎
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。ま
た
、お
わ
か
れ

パ
ー
テ
ィ
ー
も
行
わ
れ
、18
人
の
卒
園

児
た
ち
か
ら
お
礼
の
言
葉
や
歌
の
披

露
が
あ
り
、保
護
者
と一
緒
に
最
後
の

思
い
出
を
刻
み
ま
し
た
。

　

開
園
か
ら
34
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
た
烏
山
幼
稚
園
は
、４
月
か
ら
つ
く

し
幼
稚
園
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

境
保
育
園（
笹
崎
照
子
園
長
）で
３
月

24
日
、保
護
者
や
関
係
者
が
見
守
る

な
か
最
後
の
園
児
６
人
が
卒
園
し
ま

し
た
。式
典
で
は
、笹
崎
園
長
か
ら
卒

園
児
に
向
け
て「
み
な
さ
ん
の
目
で
、

耳
で
、いっ
ぱ
い
感
動
し
て
大
き
く
て

深
い
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
」と
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
43
年
に
開
園
さ
れ
、多
く
の

園
児
を
送
り
出
し
て
き
た
境
保
育

園
。地
域
交
流
の
場
に
も
な
って
き
ま

し
た
が
、平
成
22
年
度
を
も
って
役
割

を
終
え
ま
し
た
。

江川小学校荒川小学校烏山小学校

最
後
の
卒
園
式

最
後
の
卒
園
式　
烏
山
幼
稚
園
・
境
保
育
園
が
閉
園

烏
山
幼
稚
園
・
境
保
育
園
が
閉
園

最
後
の
卒
園
式　
烏
山
幼
稚
園
・
境
保
育
園
が
閉
園
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市の人口

※平成17年国勢調査を基にした毎月人口
　調査の統計人口です。

男　14,392　女　14,937
出生 　18　　死亡　23
転入    55　　転出　64

3月1日現在
（ ）対前月比

世帯数　10,036

人口 29,329（－14）

　

今
月
号
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

紙
面
の
構
成
を
変
更
し
て
い
ま
す
。ま
ち

の
話
題
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、次

号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

４
月
15
日
か
ら
、市
内
の
体
育
施
設
の
予
約

状
況
が
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
接
続
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.city.nasukarasuyam
a.lg.jp/

　

ト
ッ
プ
画
面
の
左
欄「
施
設
案
内
」を
選
び
ま
す
。

　

次
の
画
面
か
ら「
公
共
施
設
予
約
・
案
内
シ
ス
テ

ム
」を
選
び
ま
す
。

　

６
月
１
日
か
ら
本
シ
ス
テ
ム

か
ら
の
施
設
予
約
が
可
能
で
す
。

利
用
に
は
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が

必
要
と
な
り
ま
す
。申
請
や
利
用

の
方
法
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
那
須
烏
山
５
月
号
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◇

　

こ
れ
ま
で
通
り
電
話
で
の
確

認
・
予
約
も
行
っ
て
い
ま
す
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
が
利
用
で

き
な
い
方
も
、安
心
し
て
施
設
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ 
生
涯
学
習
課

 　
　
　
　
　

☎
88―

６
２
２
３

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
生
涯
学
習
課

☎
88―

６
２
２
３

【
ご
利
用
方
法
】

携帯電話からの確認もできます

　携帯電話から予約状況
を確認する場合は、ＱＲ
コードを読み取るか、次の
アドレスを直接入力して
ください。

　現在は［1.空き検索／予約］までしか使用できま
せん。また、★利用時間にある[予約へ進む]は準備
中です。６月１日からの予約システムの稼動に合
わせて運用が始まります。現在利用できる画面はここまで。 施設の

予約は従来通り電話にて行ってください。

携帯用アドレス
https://www.task-asp.net/cu/eg/ykm092151.task

公
共
施
設
予
約
・
案
内
シ
ス
テ
ム
の
画
面

検
索
方
法
の
指
定
の
画
面

予
約
状
況
一
覧
の
画
面

施設の案内・予約を選択

施設名で探すを選択

確認したい施設を選んでください

公
共
施
設
予
約
・
案
内
を
始
め
ま
す

お
こ
と
わ
り

編
集　

総
合
政
策
課

那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目
１
番
１
号 

☎
０
２
８
７
ー
83
ー
１
１
１
２

N
o.67

22011
011..44

有料広告欄
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